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日
に
本
ほん
語
ご
能
のう
力
りょく
試
し
験
けん
の現

げん
在
ざい
と未

み
来
らい

国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
基
き
金
きん
日
に
本
ほん
語
ご
事
じ
業
ぎょう
部
ぶ
日
に
本
ほん
語
ご
試
し
験
けん
センター設

せつ
立
りつ
準
じゅん
備
び
室
しつ
次
じ
長
ちょう

金
かね
田
だ
泰
やす
明
あき

1．日
に
本
ほん
語
ご
能
のう
力
りょく
試
し
験
けん
の現

げん
在
ざい

2006年
ねん
12月

がつ
3日（日

にち
曜
よう
日
び
）に第

だい
23回

かい
目
め
の日

に
本
ほん
語
ご
能
のう
力
りょく
試
し
験
けん
が行
おこな
われました。中

ちゅう
国
ごく

で、タイで、カナダで、メキシコで、フランスで、ケニアで、あわせて47の国
くに
・

地
ち
域
いき
、147都

と
市
し
において、日

ひ
ごろの学

がく
習
しゅう
の成

せい
果
か
を試

ため
そうと、全

ぜん
部
ぶ
で43万

まん
7千
せん
人
にん

余
あま
りの学

がく
習
しゅう
者
しゃ
が熱

ねっ
心
しん
に受

じゅ
験
けん
しました。

日
に
本
ほん
語
ご
能
のう
力
りょく
試
し
験
けん
は、1984年

ねん
に始

はじ
まりました。以

い
来
らい
、毎

まい
年
とし
12月

がつ
初
はじ
めの日

にち
曜
よう
日
び
に

全
ぜん
世
せ
界
かい
で一

いっ
斉
せい
に実

じっ
施
し
してきました。1984年

ねん
には、日

に
本
ほん
国
こく
内
ない
も含

ふく
めて、15か国

こく
、21

都
と
市
し
で実

じっ
施
し
し、約

やく
7千
せん
人
にん
の受

じゅ
験
けん
者
しゃ
がありました。それが、2006年

ねん
には、43万

まん
7千
せん
人
にん

余
あま
りの数

かず
となったわけです。現

げん
在
ざい
、1日

にち
に実

じっ
施
し
するテストとしては、世

せ
界
かい
最
さい
大
だい
規
き
模
ぼ

の試
し
験
けん
なのではないか、と思

おも
われます。これまで、受

じゅ
験
けん
者
しゃ
の数

かず
は、図

ず
1のグラフ

のように、どんどん伸
の
びてきています。

受
じゅ
験
けん
の目

もく
的
てき
は、自

じ
分
ぶん
のレベルを知

し
って今

こん
後
ご
の学

がく
習
しゅう
に役

やく
立
だ
てるため、といったもの

から、留
りゅう
学
がく
、就
しゅう
職
しょく
、会

かい
社
しゃ

での昇
しょう
給
きゅう
の判

はん
断
だん
材
ざい
料
りょう
と

するため、とさまざまです。
近
きん
年
ねん
、特

とく
にアジアで、就

しゅう
職
しょく

や昇
しょう
給
きゅう
のために受

じゅ
験
けん
する

人
ひと
たちが増

ふ
えていること

が、受
じゅ
験
けん
者
しゃ
の急
きゅう
増
ぞう
の原

げん
因
いん

だと思
おも
います。

国
くに
別
べつ
に受

じゅ
験
けん
者
しゃ
の多

おお
い順
じゅん

に見
み
ていくと、図

ず
2のように、中

ちゅう
国
ごく
、日

に
本
ほん
国
こく
内
ない
、韓
かん
国
こく
となっていて、東

ひがし
アジアの受

じゅ
験
けん
者
しゃ

が多
おお
いことがわかります。学

がく
習
しゅう
者
しゃ
が多

おお
いことに加

くわ
えて、就

しゅう
職
しょく
や昇
しょく
給
きゅう
のために

使
つか
うことが多

おお
くなってきたことが、受

じゅ
験
けん
者
しゃ
の多

おお
さに反

はん
映
えい
していると思

おも
います。
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図
ず
1 受

じゅ
験
けん
者
しゃ
数
すう
の推

すい
移
い

図
ず
2 国

くに
別
べつ
の受

じゅ
験
けん
者
しゃ
数
すう

みっか
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2

日
に
本
ほん
語
ご
能
のう
力
りょく
試
し
験
けん
を受

う
けている人

ひと
たちの年

ねん
齢
れい
構
こう
成
せい
はどの

ようになっているでしょうか。図
ず
3をご覧

らん
ください。

初
しょ
級
きゅう
レベルでは、やはり、世

せ
界
かい
の日

に
本
ほん
語
ご
学
がく
習
しゅう
者
しゃ
の7割

わり
近
ちか
く

を占
し
める10代

だい
の高

こう
校
こう
生
せい
ぐらいの年

ねん
齢
れい
の人

ひと
が多

おお
くを占

し
めて

いるのがわかると思
おも
います。2級

きゅう
、1級

きゅう
になりますと、20代

だい

前
ぜん
半
はん
、大

だい
学
がく
の3年

ねん
生
せい
、4年

ねん
生
せい
ぐらいが圧

あっ
倒
とう
的
てき
に多

おお
いことが

わかります。

日
に
本
ほん
語
ご
能
のう
力
りょく
試
し
験
けん
では、できるだけ多

おお
くの人

ひと
に受

じゅ
験
けん
する

機
き
会
かい
を提

てい
供
きょう
することに努

つと
めており、そのため、障

しょう
害
がい
のある

人
ひと
たちのための受

じゅ
験
けん
特
とく
別
べつ
措
そ
置
ち
を行
おこな
っています。2006年

ねん
に

は、視
し
覚
かく
障
しょう
害
がい
、聴
ちょう
覚
かく
障
しょう
害
がい
、運

うん
動
どう
障
しょう
害
がい
、学

がく
習
しゅう
障
しょう
害
がい
などの

障
しょう
害
がい
のある人

ひと
たち95名

めい
に対

たい
して、障

しょう
害
がい
者
しゃ
教
きょう
育
いく
の専

せん
門
もん
家
か

とも相
そう
談
だん
して、さまざまな受

じゅ
験
けん
特
とく
別
べつ
措
そ
置
ち
を行
おこな
いました。

視
し
覚
かく
障
しょう
害
がい
の人

ひと
のための点

てん
字
じ
問
もん
題
だい
や、文

も
字
じ
を拡

かく
大
だい
した

問
もん
題
だい
による受

じゅ
験
けん
、聴

ちょう
覚
かく
障
しょう
害
がい
の人

ひと
のための科

か
目
もく
免
めん
除
じょ
、

別
べっ
室
しつ
受
じゅ
験
けん
や、必

ひつ
要
よう
な人

ひと
には聴

ちょう
解
かい
試
し
験
けん
の時

じ
間
かん
延
えん
長
ちょう
テープに

よる受
じゅ
験
けん
などの措

そ
置
ち
を行
おこな
っています。

2．日
に
本
ほん
語
ご
能
のう
力
りょく
試
し
験
けん
の未

み
来
らい

さて、日
に
本
ほん
語
ご
能
のう
力
りょく
試
し
験
けん
が始

はじ
まってからの20年

ねん
以
い
上
じょう
の

間
あいだ
に、応

おう
用
よう
言
げん
語
ご
学
がく
、日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
学
がく
、テスト理

り
論
ろん
の発

はっ
展
てん
が

あり、日
に
本
ほん
語
ご
能
のう
力
りょく
試
し
験
けん
のデータも十分

じゅうぶん
に蓄

ちく
積
せき
されてきま

した。私
わたし
たちは、これらの成

せい
果
か
を反

はん
映
えい
した試

し
験
けん
にしてい

く必
ひつ
要
よう
があると考

かんが
えています。また、海

かい
外
がい
の学

がく
習
しゅう
者
しゃ
が

3級
きゅう
から2級

きゅう
に進

すす
むには、大

おお
きな困

こん
難
なん
と長

なが
い時

じ
間
かん
を必

ひつ
要
よう
と

する、このことを何
なん
とかしてほしい、実

じっ
際
さい
に社

しゃ
会
かい
で使

つか
う

ことができる日
に
本
ほん
語
ご
という観

かん
点
てん
からもう少

すこ
し運

うん
用
よう
能
のう
力
りょく
を

測
はか
るものにしてほしい、といった声

こえ
がありました。この

ため、現
げん
在
ざい
改
かい
定
てい
を行
おこな
っており､2009年

ねん
からは、新

あたら
しい日

に
本
ほん
語
ご

能
のう
力
りょく
試
し
験
けん
を実

じっ
施
し
したいと考

かんが
えています。この改

かい
定
てい
の

方
ほう
向
こう
性
せい
について、ご紹

しょう
介
かい
したいと思

おも
います。今

こん
回
かい
の

改
かい
定
てい
では、海

がい
外
がい
の学

がく
習
しゅう
者
しゃ
が、スムーズに学

がく
習
しゅう
の階

かい
段
だん
を

上
あ
がっていくことができるようにレベルを調

ちょう
整
せい
すると

ともに、最
さい
新
しん
の学

がく
術
じゅつ
研
けん
究
きゅう
に基

もと
づいて、次

つぎ
のようなことの

実
じつ
現
げん
をめざしています。

① 課
か
題
だい
遂
すい
行
こう
能
のう
力
りょく
とそのためのコミュニケーション能

のう
力
りょく

を測
そく
定
てい
する試

し
験
けん
とする

「課
か
題
だい
遂
すい
行
こう
能
のう
力
りょく
とそのためのコミュニケーション能

のう
力
りょく
」

については、2001年
ねん
に発

はっ
表
ぴょう
された『外

がい
国
こく
語
ご
の学

がく
習
しゅう
、教
きょう
授
じゅ
、

評
ひょう
価
か
のためのヨーロッパ共

きょう
通
つう
参
さん
照
しょう
枠
わく
』注1）の「行

こう
動
どう
中
ちゅう

心
しん
主
しゅ
義
ぎ
」や、最

さい
近
きん
の各

かっ
国
こく
のスタンダードなどとも共

きょう
通
つう
す

る方
ほう
向
こう
性
せい
であると考

かんが
えます。実

じっ
際
さい
に社

しゃ
会
かい
で役

やく
立
だ
つ日

に
本
ほん
語
ご

能
のう
力
りょく
を、更

さら
によりよく測

はか
る試

し
験
けん
とするよう、現

げん
在
ざい
研
けん
究
きゅう
を

重
かさ
ねています。

②「○○ができる（can-do statements）」による能
のう
力
りょく
基
き
準
じゅん

従
じゅう
来
らい
の能

のう
力
りょく
基
き
準
じゅん
は、漢

かん
字
じ
が何

なん
字
じ
、語

ご
彙
い
数
すう
がいくつ、

学
がく
習
しゅう
時
じ
間
かん
数
すう
が何

なん
時
じ
間
かん
で、「高

こう
度
ど
の／やや高

こう
度
ど
の／基

き
本
ほん
的
てき

な／初
しょ
歩
ほ
的
てき
な文

ぶん
法
ぽう
」といった記

き
述
じゅつ
により示

しめ
されていま

した。これを、受
じゅ
験
けん
者
しゃ
や、関

かん
係
けい
者
しゃ
にとって更

さら
に具

ぐ
体
たい
的
てき
で

わかりやすくするために、あるレベルに合
ごう
格
かく
すると、

実
じっ
際
さい
にはどういうことができるようになるのかを示

しめ
したい

と考
かんが
えています。そうすることによって、この試

し
験
けん
の

認
にん
定
てい
を受

う
けた人

ひと
が、実

じっ
際
さい
の社

しゃ
会
かい
生
せい
活
かつ
の中

なか
でどのような

ことができるかを示
しめ
すことができ、学

がっ
校
こう
や会

かい
社
しゃ
などに

入
はい
ったとき、どのようなことができるのか、推

すい
測
そく
ができる

ようになると考
かんが
えます。参

さん
考
こう
例
れい
として改

かい
定
てい
のためのアン

ケート調
ちょう
査
さ
を行
おこな
ったときの記

き
述
じゅつ
文
ぶん
の一

いち
部
ぶ
を次

つぎ
に示

しめ
し

ます。

表
ひょう
1 （能

のう
力
りょく
記
き
述
じゅつ
文
ぶん
「聞

き
く」の例

れい
）

③ 等
とう
化
か

等
とう
化
か
とは、試

し
験
けん
問
もん
題
だい
は毎

まい
回
かい
異
こと
なるが、同

おな
じ能

のう
力
りょく
の人

ひと
が

どの試
し
験
けん
を受

う
けても同

おな
じ点

てん
数
すう
が取

と
れるようにするという

ことで、TOEFLなどが行
おこな
っている方

ほう
式
しき
です。日

に
本
ほん
語
ご
能
のう
力
りょく

試
し
験
けん
では、上

うえ
の級

きゅう
の試

し
験
けん
でこの方

ほう
式
しき
を採

さい
用
よう
しようと

検
けん
討
とう
しています。これにより、より信

しん
頼
らい
性
せい
の高

たか
い試

し
験
けん
に

したいと考
かんが
えています。

注1）Council of Europe (2001). Common European Framework
of Reference for Languages: Learning, teaching, assess-
ment. Cambridge University Press
（日

に
本
ほん
語
ご
版
ばん
）吉

よし
島
じま
茂
しげる
／大

おお
橋
はし
理
り
枝
え
（他

ほか
）訳

やく
・編

へん
（2004）『外

がい

国
こく
語
ご
教
きょう
育
いく
II－外

がい
国
こく
語
ご
の学

がく
習
しゅう
、教

きょう
授
じゅ
、評

ひょう
価
か
のためのヨー

ロッパ共
きょう
通
つう
参
さん
照
しょう
枠
わく
』朝

あさ
日
ひ
出
しゅっ
版
ぱん
社
しゃ
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図
ず
3 受

じゅ
験
けん
者
しゃ
の年

ねん
齢
れい
構
こう
成
せい
（2005年

ねん
の分

ぶん
析
せき
資
し
料
りょう
による）

店
みせ
、郵

ゆう
便
びん
局
きょく
、銀

ぎん
行
こう
で、簡

かん
単
たん
な説

せつ
明
めい
を聞

き
いて、理

り
解
かい
できる。

家
か
庭
てい
で日

にち
常
じょう
的
てき
に使

つか
う電

でん
気
き
機
き
器
き
の使

つか
い方

かた
を聞

き
いて、理

り
解
かい
できる。

周
まわ
りでしているおしゃべりを聞

き
いて、話

わ
題
だい
がだいたい理

り
解
かい
できる。

職
しょく
場
ば
での母

ぼ
語
ご
話
わ
者
しゃ
同
どう
士
し
の活

かっ
発
ぱつ
な会

かい
話
わ
を聞

き
いて、ついていける。

参
さん
加
か
しているディスカッションの要

よう
点
てん
を、理

り
解
かい
できる。


